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厚生労働省 新潟労働局

ハローワーク長岡（長岡公共職業安定所）

ハローワーク長岡・活用法

～ 活用して欲しい “ハローワーク長岡の支援メニュー” ～

※本資料の内容は令和４年７月現在の状況に基づき作成しています。制度
内容は変更される場合がありますので、詳細につきましてはハローワーク
長岡の相談窓口にてご確認願います。
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ハローワーク長岡では、就職までの各ステップに応じた様々なサービスを提供しています。

ハローワーク長岡（長岡公共職業安定所）のご案内

【所在地】〒940-8609 長岡市千歳1-3-88 長岡地方合同庁舎２階

【電話番号】0258-32-1181（部門コード41＃）

① 職業相談・職業紹介

就職に関する様々な相談を行います。厚生労働省の求人情報提供サイト「ハローワークインターネットサービ

ス（HWIS）」にて、ご自身のスマホ・PCを使用して求人検索することもできますが、相談窓口で希望条件に

合う求人を一緒に探したり、働く時間や給料などの就労条件のアドバイスもしています。また、ハローワーク

から求人者に対し求人内容の詳細や応募条件を確認したり、応募希望求人への「紹介状」を発行します。

② 応募書類（履歴書・職務経歴書）の添削指導や面接対策

求人への応募に当たり必要となる応募書類（履歴書・職務経歴書）の作り方や添削指導、

面接を受ける際の注意事項などのアドバイスを行っています。

③ 就職活動に役に立つセミナーや公的職業訓練の受講案内

再就職の進め方のセミナーや就職面接会・企業説明会など、就職支援の各種セミナー等を開催

します。また、就職に必要な知識・スキルを身につける公的職業訓練の受講案内もしています。

ハローワークの主な支援内容
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ハローワーク長岡のホームページはこちら▶▶▶



全国のハローワークの求人情報をインターネットで提供しています。

ハローワークインターネットサービス（H W I S）

ＵＲＬ：

◆提供求人件数 全国で約104万件（令和２年度末時点）
◆１日平均アクセス数 全国で約147万件／日（令和２年度）

（「求人情報検索（トップ画面）」へのアクセス数）

ハローワークインターネットサービス 検索

https://www.hellowork.mhlw.go.jp/

【求職者向けサービス】
・オンラインでの求職申込み
・全国のハローワークの求人の検索
・オンラインでの職業紹介
※求人者へ直接応募が可能な求人もあり

・応募書類の送信、求人者とのメッセージ
等

【求人者向けサービス】
・オンラインでの求人申込み
・HWISへの求人票の掲載
・オンラインでの職業紹介
※求職者から直接応募を希望することも可能
・応募書類の受付、求職者とのメッセージ

等

ハローワークインターネットサービス（ＨＷＩＳ）

求人申込 求職申込

求人者

リクエスト 応募

（ＨＷＩＳトップ画面）

（求人情報）

求職者
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（公開求職データ）

長岡市内の求人は“ハローワーク長岡
ホームページ”からワンクリックで
最新求人を検索できます▶▶▶▶▶▶



求人票の見方（表面）

求人票には労働条件の他にも様々な情報が記載されています。しっかりと確認してください。

就業場所

就業場所は、事業所所在地と違う場合
もあるので、よく確認しましょう。

賃 金

◆フルタイム求人：月額（換算額）
◆パートタイム求人：時間額。日給制、
月給制の場合も平均的な勤務時間によ
り時間額に換算されて表示されます。

賃金、就業日数や時間などに応じて、
所得税や社会保険料（雇用保険、健康
保険、厚生年金、介護保険）などが差
し引かれますので、実際の手取額はこ
れより少なくなります。

賃金形態

月給制、日給制、時間給制などがあり
ます。

試用期間

多くの事業所で試用期間を設けていま
す。試用期間中は賃金などの労働条件
が異なる場合がありますので、よく確
認しましょう。

雇用形態

正社員、正社員以外（契約社員・準社員等）、派
遣、パートなどの形態をよく確認しましょう。
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求人票の見方（裏面）

求人票には労働条件の他にも様々な情報が記載されています。しっかりと確認してください。

加入保険等

雇用：雇用保険（失業した場合などに
支給）

労災：労災保険（業務上の病気・ケガ
などに支給

健康：健康保険（業務外の病気・ケガ
などに支給）

厚生：厚生年金保険（老齢になった場
合、障害が残った場合、死亡し
た場合（遺族へ）などに支給

※パート求人の場合、労働条件によってこ
れら社会保険に加入できる場合とできない
場合があります。

就業時間

パート求人では、就業時間・労働日数も重要です。○時～
□時の△時間以上の勤務やシフト制・交替制もあります。

時間外労働時間

残業や早出出勤です。時期により時間
に差がある場合もあります。

求人に関する特記事項

労働条件・応募条件などの重要な内容
が記載されています。もれなく確認し
ましょう。
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job tag（じょぶたぐ）【職業情報提供サイト】

職業の解説（動画も）、求められる知識・スキル、どんな人が向いているかなどを「数値デー

タ」で“見える化”し、就職活動で重要な労働市場分析・自己分析等を支援するサイトです。
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職業情報

約500の職業について、業務内容はもちろん昨今の動向や労

働条件まで確認できます。

〈 主な機能紹介 〉

職業の一般的な仕事内容・作業、就業する経路、必要なスキル、県単位の労働条件、

求人倍率、賃金などを動画とデータで紹介します。

どのようなスキル・知識、学歴、興味・価値観を持った人が

働いているのかわかります。
どんな学歴の人が多いか、入職前に訓練や業務経験が必要かなど、あらかじめ知るこ

とができます。また、興味・価値観などから、どのような人が働いているかといった

情報を知ることができます。

適職探索

様々な視点から、自己分析をすることができます。
「職業興味検査」「価値観検査」「簡易版職業適性テスト（Gテ

スト）」「しごと能力プロフィール検索」「ポータブルスキル

見える化ツール」の５つのツールを掲載しています。検査結果

から適職を探索できます。検査結果などをマイリストに保存で

きます。

組み合わせた検査結果から、自分に適した職業

がわかります。

組み合わせたい検査結果を選択し、関連する職業を調べることが

でき、自分に向いている職業の一覧から検討することができます。



有効求人倍率（厚生労働省：職業安定業務統計）

有効求人倍率は、求職者一人に対してどれだけの求人があるかを意味する労働力の需給状況を示

す指標。ハローワークで把握している数値です。
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 有効求人数：

ハローワークに申し込まれた求人のうち、先月から繰り越された求人（＝未充足の求

人）と当月に申し込まれた求人（＝新規求人数）の数。

 有効求職者数：

ハローワークに申し込みをした求職者のうち、先月から繰り越された求職者（＝未就職

の求職者）と当月に申し込みをした求職者（＝新規求職者）の数。

“有効” と “新規”のイメージ

有効求人倍率＝

労働力需要
（有効求人）

労働力供給
（有効求職）

※ ハローワークに当月に申し込まれた求人・求職の状況を表す 新規求人倍率（＝新規求人数／新規求職者数）もあり。



完全失業率（総務省：労働力調査）

完全失業率は、我が国における就業・不就業の状態を毎月明らかにするために実施される総務省

の「労働力調査」に基づく、全国の労働力人口中の“完全失業者”の割合に関する数値です。
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（資料出所）総務省「労働力調査結果（総務省統計局）」により作成

２.６％
（R4.5月）

 調査範囲・調査対象：

我が国の居住している全人口を調査範囲に、４万世帯及びその世帯員のうち15歳以上
の者（10万人）を調査対象（サンプル調査）

 調査期日・期間：

毎月末日現在で調査を行う。就業状態は毎月の末日に終わる１週間の状態を調査する。

 労働力人口：15歳以上の人口のうち、「就業者」と「完全失業者」

を合わせたもの

 就業者：「従業者」と「休業者」を合わせたもの

 従業者：調査期間中に収入を伴う仕事を１時間以上した者

 休業者：仕事を持ちながら、調査期間中に少しも仕事をしなかった

者のうち、休業手当等一定の支払いを受けている者など

 完全失業者：①仕事がなくて調査期間中に少しも仕事をしなかった、

②仕事があればすぐ就くことができる、③調査期間中に、仕事を探

す活動や事業を始める準備をしていた、の３つの条件を満たす者

 完全失業率：「労働力人口」に占める「完全失業者」の割合

“就業者” と “失業者”などの定義
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活用して欲しい“ハローワークの支援メニュー”

通常の就職支援制度のほかにも、次の４つの支援メニューもご活用ください。
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① 就職氷河期世代向け
職場実習・体験（インターンシップ）

② 応募前職場見学

③ トライアル雇用

④ 求職者支援訓練（職業訓練）

1

2

3

4

氷河期

全世代

全世代

全世代



①就職氷河期世代向け 職場実習・体験（インターンシップ）

現在も不本意ながら不安定な仕事に就いているなど、様々な課題に直面している就職氷河期世代

の方に向けて、就労体験を通じて業種・職種への理解を深めてもらうための“職場実習・体験

（インターンシップ）”を実施しています。

ポイント

 職場実習等受入企業（リーフレット裏面：求人票にも表示あり）

の中から、興味関心のある業種・職種の企業で職場実習・体験を

実施。あくまでも実習・体験なので賃金は発生しません。

 短いものでは１日３時間程度の職場見学から、長いものでは１０

日以内の実習・体験ができます。万が一の事故に備え、国が負

担・手続する保険（傷害・損害賠償）に加入していただきます。

 この実習・体験を通じて仕事や職場の理解を深め、具体的な就職

イメージを得てから、応募するかどうかを決めることができます。

 実習・体験受入企業が実際に「就職氷河期世代歓迎求人」を出さ

れている場合もあります。

対象者

 正社員を希望する概ね３５歳以上５５歳未満

の者であって次のような方が対象です。

・概ね直近１年間に正社員として働いておらず、かつ、直

近５年間に正社員の期間が１年以下の方

・概ね１年以上、臨時的・短期的な仕事に就いていた方

・非正規雇用の通算就業経験が長いなど、安定した就労の

経験が少ない方
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氷河期



②応募前職場見学

「自分のイメージどおりの仕事なのか」「自分にできそうな仕事なのか」「どのような職場の雰

囲気か」など求人票だけではイメージできない具体的な仕事内容や実際の作業を、直接会社見学

して担当者から説明を聞くことにより理解が進み、応募前の様々な不安が事前に解消できます。
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ポイント

 「応募前見学可能」と表示された求人について、ハローワークの

相談窓口にて、受入事業所に見学の予約をします。

 実際に会社を見学し、仕事内容等を担当者から説明を受けます。

面接や選考ではないため、履歴書不要で事業所から採用選考につ

ながる質問はされません。

 応募前見学を通じて仕事や職場の理解を深め、具体的な就職イ

メージを得てから応募の決断ができますので、事前に不安を解消

することができます。

対象者

 対象求人「応募前見学可能求人」で

あれば、どなたでも見学可能です。

※求人票の仕事内容欄に「※応募前

の職場見学可能です（ハローワーク

での相談後）」の表示があるものが

対象求人です。

全世代



③トライアル雇用

働いた経験が少ないことや知識・スキル不足で就職に不安がある方などが、期間の定めのない雇

用への移行を前提として原則３か月間、その企業で試行雇用“トライアル雇用”する制度です。
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ポイント

 期間の定めのない雇用（無期雇用）への移行を前提として、まず

３か月間のトライアル雇用（有期雇用契約）で就労します。

 トライアル雇用中に仕事や企業の理解を深め、仕事への適性を見

極めることができます。終了後、一定の要件を満たす場合は正式

に期間の定めのない雇用（無期雇用）となります。

対象者

 次の要件のいずれかを満たした上で、「トライアル雇用対象求人」

（求人票に表示あり）への応募にあたり、紹介日にトライアル雇用

を希望した方。

① 紹介日の前日から過去２年以内に、２回以上離職や転職を繰り返している

② 紹介日の前日時点で、離職している期間が１年を超えている

③ 妊娠、出産・育児を理由に離職し、紹介日の前日時点で、安定した職業に就いてい

ない期間が１年を超えている

④ 55歳未満で、ハローワーク等において担当者制による個別支援を受けている

⑤紹介日において離職しており、就労経験の無い職業に就くことを希望している 等

トライアル雇用
有期雇用契約（原則３か月）

期間の定めのない雇用
（無期雇用契約）

トライアル雇用開始 トライアル雇用期間終了時点で、会社が求める業務遂行能力がないなど一定の
要件を満たさない場合は、無期雇用へ移行しないことがあります。

無期雇用契約 締結

全世代



④求職者支援訓練（職業訓練）

公的職業訓練（ハロートレーニング）は、離職者の方が再就職にあたり必要な技能や知識を習得

することによって職業能力を高め、スキルアップを図り早期再就職を目指す制度です。このうち、

主に雇用保険（失業手当）の受給ができない方を対象とした訓練が「求職者支援訓練」です。
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ポイント

 訓練内容は、主にIT・ビジネス系（エクセル・ワード・Web等スキル、簿記

検定等）や医療・福祉系（医療事務・介護等）です。訓練期間は３～７ヶ月

（月～金：９～１６時）です。毎週金曜日にハローワークにて「職業訓練説

明会」を開催しています。

 受講料は無料（テキスト代等の自己負担分はあります）です。また、一定の

要件を満たす方には必要な審査の上、職業訓練受講者給付金（月10万円）等

の給付金が支給される場合があります。

対象者

 訓練開始前日時点で失業状態にあり就職のためにスキルアップが必要な

方で、全ての訓練カリキュラムを受講可能で受講後早期に就職できる方。

訓練受講開始
※月１回の指定来所日に
HWが就職支援を実施

求職申込
訓練受講
相談

職業相談
キャリアコン
サルティング

HWで相談の上、
「就職支援計画
書(支援指示)」の
作成

受講申込
選考試験
（面接等）

合格
発表

 ハローワーク窓口で職業相談・キャリアコンサルティングの上、

受講申込した後、選考試験により受講の可否が決定されます。

全世代
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最後に

まとめ

 ハローワークには、通常の職業相談・職業紹介の

ほかにも様々な支援制度があります。

 特にご説明した“４つの支援メニュー”を活用して就

職を目指してください。

 今後も“しごと”のことは、

ぜひハローワークを頼ってください。
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